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【問合先】商工観光課地域開発・ジオパーク推進係☎②3997

三笠ジオパーク

幾春別・奔別ジオサイトの紹介

◆かつて人々が働いた場所
　幾春別炭鉱は、明治19（1886）年に開鉱、昭和32
（1957）年に廃鉱となり、その間、累計約650万ト
ンの石炭が採掘されました。
　地下の坑内で採掘された石炭は、地上の選炭場
と呼ばれる施設に運ばれ、石炭と不要な土砂（ズ
リ）により分けられました。
　選炭場は現在の博物館付近にあり、その周囲に
は多くの炭鉱住宅が立ち並んでいましたが、こう
した建物は炭鉱の閉山とともに取り壊されました。
　かつてたくさんの人々が働いていたこの場所に
は、昭和54（1979）年に三笠市立博物館ができ、多
くの人々が訪れています。

旧幾春別炭鉱選炭場と炭鉱住宅 （現三笠市立博物館） B-01

　三笠は、アンモナイトが海を泳いでいた1億年前から、炭鉱まちとして栄えた現在まで、1億年の時間旅行
を気軽に楽しむことができるまちです。
　市では、このことを多くの方に知ってもらい、地域の活性化につなげようと三笠ジオパークの取り組みを
進めています。
　今年は、三笠ジオパークの普及活動のほか、幌内炭鉱跡地周辺や野外博物館の散策路整備などを行います。
　これまでに野外博物館と幾春別・奔別のジオサイトに解説板を整備しており、先月号まで野外博物館ジオ
サイトの解説板の内容を紹介しました。
　今月からは幾春別・奔別のジオサイトの解説板の内容を紹介します。

幾春別炭鉱選炭場付近の様子 【昭和28 （1953）年】
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